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1/20～二十四節気「大寒(だいかん)」 冷気が一層極まり、一年で最も寒さの厳しい時季に入ります。 

 

楯岡小ＨＰは 
こちらから 

どうぞ☛ 

志   感動 笑顔 

   
楯岡小学校だより №10 
令和８年１月 28日(水) 
【文責:校長 井上敏春】 

今年の干支（えと）は 60 年振りに巡ってきた「丙午（ひのえうま）」で

す。日本で干支というと「十二支（じゅうにし）」を指すことが多いようで

すが、調べてみると、古代中国に由来する暦法で「十干（じっかん）」と「十

二支（じゅうにし）」を組み合わせた 60年周期の「六十干支」の総称です。 

そして「陽」や「火」を意味する「丙」と、「火の気が強まる」意味をもつ「午」が重な

ることから“強い運気をもつ”といった点などから迷信が生まれ（諸説ありますが…）、60

年前は出生数にまで影響を与えたという歴史もあります。今年はそうした迷信にとらわれ

ることなく「新しいことに挑戦するパワフルな 1年」そして「変化への対応力が試される

年」などと言われています。さて、それぞれのご家庭では、また子供たちの一人一人はど

んな新年を迎えたでしょうか。 

学校では恒例の「書初め会」を１月 13 

日（火）・14日（水）の２日間に分けて行いました。１・２年生は硬筆、３年以上は毛筆に

取り組みました。初日には、校内放送で全校一斉に開会行事を行いました。校長講話とし

て「書初めの由来と意義」や「おさいと」などとの関連を話しました。また、今はコンピ

ューターなどの機械で文字を書き表す時代ですが、「書は人なり、文字は人となり」と言わ

れるように、「文字」は「あなた自身を表す大事なもの」、ぜひ「自分自身を表す、自分な

りの文字」を集中して書こうと話をしました。 

この日を迎えるに当たり、３年生以上を対象に 11月から 12月

にかけて「村山市書道会」の先生方から直接ご指導をいただきま

した。「漢字の作りや意味などの知識をもとにした字のバランス」

が大切など、専門の先生方のアドバイスで、文字のバランスを 

取る方法を学びました。静寂の中で集

中し、筆使いを修正するたびに文字に 

力強さが生まれ、めきめきと上達していくのが分かりました。 

そして冬休み中には、学んだことを生かし、更に練習を重ねた

子が多く、午年に相応しい、とても勢いのあるすばらしい文字を

書き上げることができました。 

「村山市書道会」の皆様、誠にありがとうございました。 

校内書初め展２/４(水)まで開催 午前８時～午後４時  

・ ・ 
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二十四節気「大寒」を迎えた先週から真冬日（１日の最高気温が０℃未満・氷点下の日）

となる日が多く、今週は、最高気温こそプラスの日もありましたが、最低気温はマイナス

10℃近くでした。そのような中も、元気に登下校するたてやまっ子たち。子供だけで街の

中を歩く光景は、世界の当たり前ではないことはご存じと思います。近年は、大人世代が

子供だったころと全く同じとは言えなくなりましたが、まだまだ日本は安全が保たれてい

る国であることに感謝したいし、これからもその安全・安心を保証し続けたいものです。 

戦後 80年、学校教育が一貫して求めてきたのは、そのような社会創りを人任せにするの

ではなく“自分のもつ力を社会に生かし、社会を創る力”を一人一人に育むことです。そ

の力こそが、今、子供一人一人に求められる学力「生きる力」でもあります。 

前段、大きな話で書き始めてしまいましたが、本校の学校教育目標“志・感動・笑顔”

と TATE-SHOW PRIDE“自分で・自分たちで 考えて、決めて、行動する”の下、子供たちは

児童会活動を通して｢生きる力｣としての｢学力｣を培い、小学校という「小さな社会」を創

る取組を実践しています。先月の学校だより『たてやま』№９(二次元コードより参照↓) 

では、６年生 86名の力強いリードで、自分たちの生活を自分たちで創る一つの

実践として、３年目の取組「楯小スマイルフェス」の様子をお伝えしました。 

今号ではその続編として、先週１月 21日（水）に行った「児童会委員長立候

補者立会演説会・選挙」と、その日を迎えるまでの取組の様子をお伝えします。 

「児童会活動」とは、自分たちの学校生活

を自分たちで創る学習活動です。全校児童が 

所属しています。楯岡小学校では、学校生活に必要な 10分野で児童委員会を組織していま

す。その中心的役割を担うのが、運営委員会（たてやま委員会）で、他の９委員会と共に、

自分たちがよりくらしやすく、より楽しい学校をつくることを目指しています。 

そして、運営委員会と各委員会委員長、３年生以上の各学級委員で構成された「代表委

員会」を最高決議機関として、自分たちの取組の成果と課題を話合ったり、新たな取組を

提案したりしながら、自分たちの生活を自分たちで創っています。 

少々かたい話になりましたが、小学生であっても、民主主義社会を実践的に学びながら、

大人への階段を上っているということです。教員の指導は必須ですが、あくまで、考えて、

決めて、そして行動に移すのは、子供一人一人、子供たちです。この取組の様子は学校規

模や地域性により様々かもしれません。実は大人の皆さんも、知らず知らずの内に、こう

した力を義務教育等の中で育みながら、今、この大人社会を生きていらっしゃるはずです。 

本校では特にコロナ禍から現在に至るまでの数年かけて、ようやくその形が整ってきま

した。子供たちもの力も大いに付いてきたと実感しています。特に、令和７年度の楯岡小

学校を創ってきた６年生の実践力は見事です。「次年度、令和８年度がスムーズに進んでこ

そ、令和７年度の取組が良かったと言える!」そんな情熱が溢れる「児童会委員長立候補立

会演説会・選挙」を次期リーダーとなる５年生たちと共に創ってくれました。 

選挙により、選ばれる人、選ばれなかった人が必ず出ます。しかし、５年生の立候補者

たちは、そのことも踏まえて「はじめの一歩！」を踏み出したわけですから、それだけで 

もうすばらしいことです。 

また、一票を投じる側も、そうし

た立候補者たちの思いを受けて、真

剣に取り組む必要があります。折り

しも国政選挙の方向が報じられてい

た時期でもあり、様々な意味で勉強

できた日々となりました。 

1/15(木)・1/20(火) 個人演説会開催 
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令和７年度後期、10月ころから、その準備は始まりました。 

□12月 8日（月）児童会委員長選挙告示がありました。５年生に向

けて、６年生の児童会委員長からは今年度の活動の成果と心構え

を伝えられ、選挙管理委員会からは、選挙の意義や今後の流れの

説明がありました。最高学年のバトンをしっかりと受け継ぐとい

う５年生の意気込みが伝わってくる告示日となりました。 

□12月 11日（木）選挙説明会を行いました。５年生から 30名以上

もの参加者がありました。６年生たちは、５年生にとってのあこ

がれの対象であり、その６年生の姿を目指したい！という５年生

の意気込みを感じました。 

□12月 15日（月）・16日（火）の２日間、立候補の受付を行いました。 

□１月 15日（木）・20日（火）ふれあいホールで立候補者による個人演説会を行いました。

立候補者たちによる“各々が目指す学校の姿”を堂々と発表しました。初めての演説に

緊張しながらも、自分の思いを一生懸命に伝える姿はとても頼もしく、次期リーダーと

しての強い意欲が感じられました。自由参加の演説会ではありますが、それを聴く児童

の姿もとても真剣でした。 

1/2１(水) 演説会・選挙当日 

 

□１月 21日（水）立会演説会・選挙当日 

令和８年度の上学年となる現３年生以上が参加。投票権は今

年度を通して学校内の“ひと・もの・こと”をよりよく学んで

きた現４年生以上の上学年が持っています。３年生以上の全員

がとても真剣に聞き、しっかりとメモを取る姿、そしてステー

ジ上の立候補者と推薦者たちは、共に堂々とした演説とその内

容、その熱意に終始圧倒されました。 

※投票に使った投票箱は、児童選挙管理委員が、村山市選挙管理委員会事務局に出向

き、直接借り受けた国勢選挙で使用する本物を使用しました。即日、開票作業を行

い、票を何度も何度も数え直し、厳正に厳正を重ね、結果が判明。そして、当落両

者への励ましなどにも十分配慮しながら、結果発表の準備を進めました。 

□１月 22 日（木）児童会委員長選挙結果発表当日 選挙管理委員長からのメッ

セージを以下に掲載しました。また、ここまでの様子を含め、学校ホームペー

ジに掲載しています。ぜひ、ご覧ください。   （二次元コードより参照☛） 

1/20(火) 投票箱借用 
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大
勢
の
前
で
思
い
を
伝
え
た
立
候
補
者
、
推
薦
者
三

十
八
名
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
緊
張
し
ま

し
た
よ
ね
。
私
は
、
本
番
で
初
め
て
皆
さ
ん
の
演
説
を

聞
き
ま
し
た
が
、
た
っ
た
三
分
の
中
で
自
分
の
思
い
を

伝
え
る
た
め
に
、
す
ご
く
一
生
懸
命
考
え
た
ん
だ
な
と

い
う
こ
と
や
、
何
度
も
練
習
し
た
ん
だ
な
と
い
う
こ
と

が
、
演
説
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
座
っ
て
い
る
姿
勢
や
目
つ

き
か
ら
も
、
と
て
も
よ
く
伝
わ
っ
て
き
て
、
感
動
し
ま

し
た
。 

選
挙
な
の
で
、
当
選
し
た
人
、
落
選
し
た
人
が
出
て

き
ま
す
。
そ
れ
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
立
候
補
し
て
「
楯

岡
小
学
校
を
よ
く
し
て
い
き
た
い
。」
と
自
分
の
意
志
を

表
し
た
す
ば
ら
し
い
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

結
果
が
発
表
に
な
り
ま
す
が
、
当
選
し
た
人
は
、
落
選

し
て
し
ま
っ
た
人
の
思
い
も
背
負
っ
て
、
委
員
会
活
動

は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
も
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
一
緒
に
戦
っ
て
く
れ
た
相
手
が
い
た
か
ら
、

「
よ
し
、
や
っ
て
や
ろ
う
。」
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
た

は
ず
で
す
。
そ
の
仲
間
に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、

残
り
の
五
年
生
三
十
七
日
間
、
そ
し
て
六
年
生
と
し
て

楯
岡
小
学
校
を
よ
り
よ
く
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

残
念
な
が
ら
、
今
回
落
選
し
て
し
ま
っ
た
人
も
、
あ

な
た
に
投
票
し
て
く
れ
た
人
は
必
ず
い
ま
す
。
立
候
補

し
て
あ
ん
な
に
大
勢
の
前
で
自
分
の
思
い
を
堂
々
と
発

表
で
き
た
こ
と
は
、
必
ず
み
な
さ
ん
の
財
産
に
な
り
ま

す
。
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
た
め
に
一
生
懸
命
原
稿
を

考
え
た
こ
と
、
何
度
も
何
度
も
練
習
を
し
た
こ
と
、
そ

し
て
何
よ
り
「
や
り
た
い
。」
と
い
う
意
志
を
表
明
し
た

こ
と
、
そ
の
こ
と
に
自
信
を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
自

分
の
思
い
を
発
信
し
、
全
員
で
楯
岡
小
学
校
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

今
年
度
一
年
間
、
六
年
生
を
支
え
て
く
れ
た
五
年
生

に
は
、
六
年
生
と
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
来
年
度
、
今
の
六
年
生
よ
り
さ
ら
に
素
敵
な
楯

岡
小
学
校
を
築
い
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。 
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令和８年  立春 2／4、雨水 2／19 

お知らせ 今年度も春休み中の｢離任式｣は行いません 
全校児童の最終登校日である３月17 日（火）の「修了式（全

ての学習を修める式）」では、全ての児童と教職員がお互いに

今年一年への「感謝」と「別れ」、それぞれの「希望」に満ちた

新年度への思いを馳せる式として実施します。 

※詳しい理由は、一昨年度発行の学校だより№10 

（R06.1 月号）P.4 をご参照ください。   ☛ 

2／３（火）節分 
“鬼は外、福は内” 


